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人工繁殖下で確認されたオンガスジシマドジョウの繁殖行動

永江栞奈 ・鬼倉徳雄

Mating behavior of Cobitis striata fuchigamii (Onga-suji-shi-
ma-dojyô) was observed in the laboratory by inducing spawning 
of females with human chorionic gonadotropin (HCG). Mating 
behavior was observed from 6 hours after HCG administration 
and was described in five phases. phase 1, the male chases the 
female (tracking); phase 2, the male swims parallel to the female 
with his head close to the pectoral or pelvic fin, and when the 
female stops, he pecks her near the pectoral fin with his head 
(approaching and parallel swimming); phase 3, the male wraps 
around the female (amplexus); phase 4, the female spawns just 
before the end of the amplexus (spawning); phase 5, male leave 
female (separation). Amplexus was observed nine times, of 
which four times were observed to spawning. The time between 
amplexus and separation was 2.25 seconds.
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 Abstract

ら，繁殖行動もさまざまであることが示唆される．ドジョ

ウ科魚類のうち，ドジョウ属（Misgurnus），シマドジョウ

属（Cobitis），Sabanejewia，Pangio などの属で繁殖行動が報

告されており（塚原，1948; Ott, 1955; Bohlen, 2000, 2008；中

島・内山，2017；野口，2020；永江ほか，2021），報告のあ

るほぼすべての種・亜種で雄が雌に巻き付く行動をとる（塚

原，1948; Ott, 1955; Bohlen, 2000, 2008；野口，2020；永江ほ

か，2021）．一方で，アユモドキ科のアユモドキ Parabotia 

curtus (Temminck and Schlegel, 1846)，フクドジョウ科のナガ

レホトケドジョウ Lefua torrentis Hosoya et al., 2018 やエゾホ

トケドジョウ L. nikkonis (Jordan and Fowler, 1903) では，産卵

時に雄が雌に巻き付かないことが報告されている（Aoyama 

et al., 2005; Abe et al., 2007；青山・佐藤，2008）．オンガスジ

シマドジョウの繁殖行動についてはこれまでに報告がない．

筆者らは，排卵誘発剤を用いた繁殖実験下において本亜種

の繁殖行動を記録したので報告する．

材料と方法
親魚は 2021 年 6 月 22 日に九州北部の遠賀川水系におい

て，タモ網（目合い：2 mm，前幅：350 mm）とさで網（3 

mm，900 mm）を用いて採集した．採集した親魚は標準体

長（SL）を 0.1 mm 単位で計測した．雌 6 個体（71.0–85.0 

mm SL），雄 6 個体（56.5‒61.8 mm SL）を九州大学大学院

生物資源環境科学府附属水産実験所のガラス水槽（60 L）

で約 3 日間飼育した．飼育槽には，底面より約 3 cm の厚

さで砂を敷き詰め，上部濾過槽とエアレーションを設置し

た．飼育期間中は水温や日照時間の調節を行わず，水温は

23.9‒24.3˚C の範囲で変動した．飼育槽とは別に産卵槽（60 L）

を設置し，水槽内には親魚による卵食を防ぐために園芸用

鉢底ネット（目合 3 mm）で作成した網生け簀とエアレーショ

ンを設置した．網生け簀の仕様は，野口ほか（2009）に準

じた．実験期間中は水温や日照時間の調整を行わず，水温

は 23.9‒25.9˚C の範囲で変動した．

2021 年 6 月 25 日（15 時）に，0.6%NaCl 水溶液に溶解し

たヒト絨毛性性腺刺激ホルモン（HCG）（あすか製薬社製，

ゴナトロピン筋注用 3000 単位）を雌 6 個体の腹鰭基部より

オンガスジシマドジョウ Cobitis striata fuchigamii Naka-

jima, 2012 は，コイ目ドジョウ科シマドジョウ属に属す

るナミスジシマドジョウ C. striata Ikeda, 1936 の 1 亜種で

あり，福岡県の遠賀川水系にのみ分布する（中島・内山，

2017）．現在，ドジョウ類は 9 科（アユモドキ科 Botiidae，

Vaillantellidae，ドジョウ科 Cobitidae，Ellopostomatidae， Bar-

buccidae，Balitoridae，Gastromyzontidae，Serpenticobitidae，フ

クドジョウ科 Nemacheilidae）に分類されており，日本には

3 科が自然分布する（Kottelat, 2012；中島・内山，2017）．

ドジョウ類の体型は，細長いものから，側扁，縦扁したも

のまで多様であり，さまざまな環境に進出してきたことを

示している（中島・内山，2017）．このような体型の違いか
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腹腔内へ注射した（テルモ株式会社，ツベルクリン用テル

モシリンジ 1 mL，注射針 27G × 19 mm）．投与方法および投

与量（体重 1 g あたり 10 単位）は，野口ほか（2009）に従っ

た．魚体への負担を軽減するため，HCG 投与前に水で希釈

したクローブオイル（Pedrazzani and Neto, 2014）で麻酔を施

した．産卵槽には雌雄各6個体を投入した．繁殖行動はスマー

トフォンカメラ（Apple 製，iPhoneX）で記録（2021 年 6 月

25 日 21 時から 6 月 26 日 1 時の間で不連続に撮影）し，一

部は目視で観察した．

結果と考察
雌に HCG を投与し，雌雄を同じ水槽に収容後約 6 時間

は雌雄の動きに変化は見られなかった．HCG 投与後約 6 時

間を経た 21 時頃から雌の動きが活発になり，頻繁に水槽の

上下左右を遊泳していた．それにともない雄の動きも活発

になり，雄は雌の後をしきりに追いかけていた．産卵は，

HCG 投与後約 7 時間を経た 22 時から 1 時にかけて行われ

た．なお，雌雄各 6 個体について個体識別をしていないため，

個体ごとの繁殖行動回数や産卵頻度などについては不明で

ある．

観察に基づき，繁殖行動を以下の 5 段階に区分した．段

階 1（追尾）：遊泳する雌を単独または複数の雄が追いかけ

る；段階 2（接近・並泳）：雄は雌の胸鰭または腹鰭付近に

頭部を近づけながら雌と平行に泳ぎ，雌が静止すると胸鰭

付近を頭部でつつく（Figs. 1A‒D, 2A）；段階 3（抱接）：雄

が雌の背鰭付近に尾部側から巻き付く（Figs. 1E, 2B‒E, 3A‒

B）；段階 4（放卵）：抱接が終わる直前に雌が体を震わせな

がら放卵する（Figs. 1F, 3C）；段階 5（離脱）：雌に巻き付い

ていた雄が離れる（Figs. 1G, 2F‒G, 3D）．ビデオ観察におい

て抱接をともなう繁殖行動が確認されたのは 9 回，そのう

ち雌の放卵を確認したのは 4 回であった．また，雄による

放精は 1 度も観察できなかったが，実体顕微鏡で観察した

ところ胚発生が進行している卵が多く確認されたことから，

段階 4 で放精は行われていたと推察される．段階 1 は雌雄

の動きが活発化してから 1‒4 時間程度単発的に続いていた．

段階 2 は頻繁に観察されたが，段階 2 から段階 3 へ移行し

ないことが多かった．放卵が確認された事例において，段

階 3 から段階 5 までの時間は 2‒3 秒（平均 ± 標準偏差：2.25 

± 0.43 秒，n = 4）であった．産出卵は水槽底面に分散して

沈んでいた．

日本産ドジョウ科魚類の繁殖行動については，ドジョウ

属のドジョウ M. anguillicaudatus (Cantor, 1842)，シマドジョ

Fig. 1. Mating behavior of Cobitis striata fuchigamii from the left lateral view. A–D, approaching and parallel swimming; E, amplex-
us; F, spawning; G, separation. Sketches and arrows are respectively white and dashed lines for females and gray and solid lines for 
males.
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ウ属では，中島ほか（2012）が定義したスジシマドジョウ

種群 C. striata species complex のサンインコガタスジシマド

ジョウ C. minamorii saninensis Nakajima, 2012，トウカイコガ

タスジシマドジョウ C. minamorii tokaiensis Nakajima, 2012，

中島ほか（2012）が定義したシマドジョウ種群 C. biwae 

species complex のトサシマドジョウ C. sp. BIWAE type D な

どで報告されている（塚原，1948；中島・内山，2017；野口，

2020；永江ほか，2021）．海外産ドジョウ科魚類においては，

Fig. 2. Mating behavior of Cobitis striata fuchigamii from dorsal view. A, approaching and parallel swimming; B‒E, amplexus; F‒G, 
separation. Sketches and arrows are respectively white and dashed lines for females and gray and solid lines for males.

Fig. 3. Mating behavior of Cobitis striata fuchigamii from the right lateral view. A–B, amplexus; C, spawning; D, separation. Sketches 
and arrows are respectively white and dashed lines for females and gray and solid lines for males.
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ヨーロッパに分布する C. taenia Linnaeus, 1758，C. bilineata 

Canestrini, 1865，C. paludica (de Buen, 1930)，C. fahireae 

Erk'akan et al., 1998，東ヨーロッパに分布する S. vallachica 

(Nalbant, 1957)，東南アジアに分布する P. semicincta (Fraser-

Brunner, 1940) などで報告されている（Ott, 1955; Bohelen, 

2000, 2008）．

本研究において，オンガスジシマドジョウの雄が雌のみ

を追尾し，雌の胸鰭や腹鰭付近をつつく行動が観察された．

これらの行動は，多くのドジョウ類で観察されており（塚

原，1948; Aoyama et al., 2005; Abe et al., 2007；青山・佐藤，

2008; Bohlen, 2008；永江ほか，2021 など），雌の産卵を促す

ための行動であると考えられる．また，抱接の際の雄の行

動として，ドジョウ属やシマドジョウ属では雌の背側から

尾部を滑らせるように巻き付き O 字を形成するのに対し，

S. vallachica では雌の腹側から尾部を滑り込ませて V 字を

形成することが報告されている（Bohlen, 2008）．雄が雌の

背側から尾部を滑らせるように巻き付く行動は，トウカイ

コガタスジシマドジョウ，トサシマドジョウ，P. semicincta

および本研究においても確認されている（Ott, 1955；野口，

2020；永江ほか，2021）．本研究で観察されたオンガスジシ

マドジョウの繁殖行動は，ドジョウおよびシマドジョウ属

で報告のある種・亜種と類似していた．しかし，ドジョウ

の成熟した雄に特徴的な体側のこぶ状突起がシマドジョウ

属ではみられないこと，シマドジョウ属の種群間において

雄成魚の胸鰭第 1 分枝軟条の長さや胸鰭基部の骨質盤の形

態に違いがみられることなどから（中島・内山，2017），属

および種群間においても繁殖行動に違いがみられる可能性

がある．また，野外での産卵環境などの違いも外部形態に

影響していることが考えられる．本研究は排卵誘発剤を用

いたものであり，野外での本種の繁殖行動が本研究におけ

る 5 段階の行動に区別されるのかは不明である．繁殖行動

を明らかにすることは，その種・亜種がもつ形態的特徴の

機能の解明につながることが考えられるため，今後さらな

る観察が望まれる． 
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